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新たな点火方式で ある衝撃点火では、図 に示すように．燃料を超高速度に 加速し、；れを

あらかじめ爆縮した燃料部 こ衝突させ 、高温、高密度の 点火部を形成させる［1】。1 の点火

方 式に必要な燃斟 の速度を概算すると、1Cドcmfs であり、従来の 中心点火や高速点火の 爆

縮に必要な速度の3倍で ある。このような高速度の達成は、かつ ては レイリーテイラ
ー

不

安 定性のため に不可 能とされていたが、新たに発見されたR−T不安定性抑制策に より達

成の 可能 性が 現れた 。

R←T不安定性魏 1方法として、レーザ
ー
核融合タ

ー
ゲットに高Z物質をド

ープする方法力｛

あり、この方法による R−T不安定性の安定 化が、理論的、実験的 に奚証されている［2］。タ

ーウ「ント中に高Z物質を入れることで、X線輻射がエ ネルギ
ー
輸 送の 主体となり、ターゲット

加速は流体力学的に安定になるため 、F←丁不安定性が抑制 される。

本研究では、超高速度達成を実験的に検証するため ．高Z物質として臭素をドープしたポ

IJ
ス チレン 平板タ

ー
ゲットを超高 強度レ

ー
ザ
ー

でドライブし、Sldrron　X線バックライト法に よ

り加速軌跡の 計測を行なっ た。ドライブ レーザーには 阪大レー一ザー研 のHPER レーザー

を用いた 。

　波長D．35 μ m 、強度6xle
’M／ 

2、パ ルス幅2fUisのレ
ー

ザ
ー

をCHBrターザ ットIDμ mY ：

照射し、加速軌跡を観測したとこ ろ、ターゲットはレ
ーザ ー

照射開始 から2ns後に、6x

loiorn〆s程 度に加速され てい ることが確認され た。講演で は実験結果 の詳細及びシミュ レ

一
シ ョン との 比較等に つ いて 報告する。
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